
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。昨年の１０月３１日、世界人口が 70億人を突破しました。70億人全員と

会うには、一人に１秒ずつとしても約 222 年かかります。人生という限られた時間の中で出会う人の数には

限りがあり、縁が深まる人はさらに一握り。70億分のいくつかのご縁を大事に今年も過ごしたいものですね。 

予期せぬ出来事が起こ

りそうですが、何事も

慎重に進めば吉運。苦

手分野への挑戦は克服

のチャンスと心得て！ 

意欲的に物事に取り組

める好運月です。積極

的な行動が更に吉運を

高めます。ただし、睡

眠不足は要注意です。 

交際運が活発な今月は

人との交流にツキがあ

りそう。年始のご挨拶

回りを済ませば、今年

一年の仕事運上昇に！ 

なかなか正月気分が抜

けないようです。公私

のケジメをつけ、何事

も身を引き締めてから

取り掛かりましょう！ 

【日本が２５万円なのに対してアメリカは・・・】 

 

「日本の税金は高い？それとも安い？」こんな疑問を抱いたことは

ないでしょうか。そこで今回は、所得税・個人住民税の負担につい

て他の国と比較してみました。給与所得者（会社員など）で家族構

成が夫婦と子ども２人の場合、負担は次のようになります。 

まず給与が 500 万円の場合、年間に負担す 

る所得税・住民税は、日本が 25万円、ア 

メリカは 46.3 万円、イギリスが 80.3 万円 

になります。次に給与が 700 万円の場合で 

は、日本は 53万円、アメリカが 90万円、 

イギリスは 148.1 万円。そして給与が 1000

万円の場合は、日本が 123.9 万円、アメリカは 184 万円、イギリス

が 268.1 万円となります。この数値から察すると、どの給与額でも

日本の負担が一番小さいことがわかります。また、給与 500 万円を

見てみると、給与に対する税負担の割合が、日本は５％なのに対し

てイギリスは３倍以上の約 16％もあります。このことから、日本

は所得が少ない人ほど税の負担が小さいとも言えます。しかし、こ

の他に社会保険料などの社会保障の負担分があります。また逆に、

さまざまな給付制度もあります。これらは各国でそれぞれ異なるた

め、一概に今回の数値だけで「日本の税金が安い高い」と判断する

ことは難しそうですね。（２０１１年７月現在の財務省データより

／邦貨換算レート：１ドル＝81円・１ポンド＝132 円） 

フランスの作家であるロマン・ロ

ランの言葉。自分のできることを

しない、またできもしないことを

頑張ることは同じくらい愚かで

ある。できることをやればいい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

concept は「面白くて為になる」 

太田彰税理士事務所 

〒433-8119 浜松市中区高丘北 2-56-10 

電話：053-430-5100 FAX：053-430-5101 

mail：akira@otax81.com 

浜松税理士 検索
http://otax81.com/ 

 

 

簡略・有料化、機種の統一、チケットの直接販売など徹底したコスト削減で大手の２～

８割も安い運賃を提供し、欧米やアジアでは安定したシェアを確保しています。羽田や

関空など国際線発着枠の増加により、海外ＬＣＣの参入に加え全日空が出資するＬＣＣ

の誕生で競争はますます激化。この中に「柔よく剛を制す」ヒントが溢れていそうです。 

ＬＣＣ（ロー・コスト・キャリア）とは、効率化した運営によ

り低価格で運航する格安航空会社の総称です。機内サービスの 

今月の商売のヒント：【「商売の量質転化」は、１０１段目に訪れる！】 
 

発明王のエジソンは、「私が成功した秘訣はたった一つしかない。それは、成功するまでやり続けたからであ

る」と言ったそうです。松下幸之助も似たような名言を遺しています。今はできないことも、できるまでや

ればできるようになります。しかし、やり続けて成功する人はほんの一握りです。 

多くの人が途中で挫折していくのは「努力」と「成果」の相関関係を誤解してい 

るからではないでしょうか。努力した分だけ成果が出るのは確かでも、努力と成 

果は正比例しません。新しいことを始めたとき、スタートからしばらくはなかな 

か成果が出ないのが普通です。この「なかなか成果が出ない期間」は想像以上に 

長く、ところがある段階を超えると急激に成果が現れて、その後は少しの努力で 

一気に成果が上がっていくというのが脳のシステムだそうです。 

これを「量質転化」と言いますが、このシステムを知らない人は「こんなに努力しているのにちっとも成果

が出ない」と嘆いて、成果が出るのを待てずにやめてしまうのです。パフォーマンスは基本的に努力量と比

例しないものです。ですから「使えない」段階のほうがはるかに長いわけで、量質転化が起こって無意識に  

できるようになったとき、はじめて「使える」段階になることをちゃんと覚えて 

おきたいものです。 

商売をしていれば「なかなか成果が出ない期間」もあります。そこを乗り越える 

には根性論よりも「スモールステップ」という工夫の方が実践的でしょう。確実 

な一歩を刻んでいくこと。これがスモールステップであり、その第一歩は「今で 

きることをする」です。先を急ぐあまり２段飛ばしで一気に階段を駆け上がって 

みても、20 段目あたりで足腰にガタがきてへたりこんでしまっては本末転倒とい

うものです。上手くいかない時期はじっと我慢して、スモールステップで目先の小さな目標をこなし、「でき

ること」を増やしながら 100 段の階段を確実に上ったとき、101 段目で「商売の量質転化」が訪れるのです。 

『ちょこっとオアシス』 
 
電源不要の自然気化式加湿器。
使い方は簡単で、フタ付スライ
ドタンクに水を注ぐだけです。
コンパクトで 90ｇと軽量なの
で、オフィスはもちろん、出張
や旅行時の宿泊先でも打ち水
をした後のような快適さです。 
 ちょこっとオアシス   検索 

http://otax81.com/

